
生涯学習

マナビィ通信

発行：名取市教育委員会生涯学習課 Vol.22

公
共
施
設
で
マ
ナ
ビ
ィ
市

民
講
師
を
募
集
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
登
録
し
ま
し
た
。

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を
描
い
て

い
る
と
、
楽
し
く
て
嬉
し
く

て
、
仕
方
な
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
の
魅
力

は
、
雨
に
あ
た
っ
て
も
色
落

ち
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
日

用
品
に
描
く
と
、
日
頃
か
ら

見
て
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。

ブ
ロ
ー
チ
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

に
描
い
て
も
い
い
で
す
ね
。

最
近
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

の
流
行
り
は
落
ち
着
き
ま
し

た
が
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
お

花
か
ら
。
爪
楊
枝
を
使
っ
て

描
く
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
♪

マ
ナ
ビ
ィ
宅
配
便
登
録
講
師

室
井

美
智
子
先
生

使う道具は水彩画を描くときと似ていますが、ライ
ナーやチャコペン、鉄筆も使います。絵の具は、乾く
と水で落ちない絵の具を使います。

先
生
か
ら
のメ

ッ
セ
ー
ジ

図案化された絵柄、決められた筆づかいのテクニックで描くことができるトールペイントは、絵
を描くことにためらいがある人でも挑戦しやすいクラフトです。今回は、トールペイント講師の室
井先生から、その面白さと魅力を聞いてきました。

室
井
先
生
っ
て

ど
ん
な
人
？

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
が

日
本
に
入
っ
て
き
た
の

は
、
三
十
年
程
前
。
そ

の
頃
、
ク
ラ
フ
ト
関
係

の
雑
誌
の
中
で
紹
介
さ

れ
て
い
た
の
を
見
て
、

面
白
そ
う
だ
と
思
っ
た

そ
う
で
す
。
通
信
教
育

に
よ
る
添
削
指
導
や
近

く
で
開
か
れ
て
い
た
教

室
に
通
い
ま
し
た
。

増
田
中
学
校
で
、
技

術
・
家
庭
の
講
師
と
し

て
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を

教
え
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
他
、
講
師
資
格

の
取
得
や
、
増
田
公
民

館
講
座
の
講
師
、
サ
ー

ク
ル
「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
デ
イ
ジ
ー
」
の
立
ち

上
げ
な
ど
精
力
的
に
活

動
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
思
う
よ
う
に
サ
ー
ク

ル
活
動
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
サ
ー
ク
ル
仲

間
と
の
交
流
は
続
い
て

い
る
そ
う
で
す
。

一輪挿し用の木の花瓶に即興
でトールペイントを描いていた
だきました♪

１．六角形の木の枠の中央に試験
管のような容器がついた一輪
挿しを用意しました。

２．チャコペンで印をつけ、
花を描く位置を決めます。

３．花びらのピンク色は緑色を
加えると、くすんでカント
リー風になるそうです。

４．葉をダブルローディング
という手法で描きます。
平筆の両側にそれぞれ異
なる色をつけます。

５．Sストロークという技法
を使って、葉を描きます。

６．真ん中の白丸の淵に沿っ
て、茶色のドットのおし
べをつけます。

トールペイントのトールとは、
“ブリキ”のこと。そこから、
「絵が描かれたブリキ製品」を
トールというようになりました。
今では、あらゆる素材に絵を描く
ことを総称して「トールペイン
ティング」と呼んでいます。

トールペイントの可愛ら
しさが白いお花を引き立
てていますね♪

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
で
自
分
で
描
い
た
も
の
を

使
っ
て
い
る
時
が
楽
し
い
ん
で
す

む
ろ
い

み
ち
こ

トールペイントとは



生涯学習課では、市民の
皆さんが企画・主催する催し
で、講演いただく講師を募集
しています。
様々な分野で経験豊富な
皆さんの講師登録をお待ち
しています♫

室井先生の講座申込を希望する人は、市ＨＰに掲載の申込書を提出または生涯学習課に電話・メールで
お問い合わせください。
〒981-1224 名取市増田柳田570-2 仙台法務局名取出張所２階 生涯学習課
☎０２２－７２４－７１７３ Mail:syogaku@city.natori.miyagi.jp

申込ページに→
簡単アクセス☆

「ヨーロッパのお百姓さんが、寒くて仕事がない時、家具に絵を描いて
楽しんでいたことがトールペイントの発祥なんです。」（室井先生）

室井先生は２０年程前、増田中学校の技術・家庭の授業でトールペイント
の講師を務めていました。授業を受けた生徒からのリクエストで増田公民館
講座を開催し、これがきっかけで、サークル「トールペイントデイジー」が
誕生！増田公民館まつりで、作品展示とトールペイント体験を実施しました。
また、令和２年度のなとりまなびフェスティバルでは、文化会館ホワイエで
作品展示をしていただきました。

昔は仕事がない時の暇つぶ
しとしてはじまったトールペ
イントですが、今では日常生
活に潤いや華やかさを与えて
くれるものとなりました。
室井先生も創意工夫を凝ら

し、日常生活の中にトールペ
イントを自然と溶け込ませて
きました。

増田公民館まつりとなとりまなびフェスティバルに出展

令和５年度
なとりまなびフェスティバル’22後編

３月18日（土）
文化会館大ホールで開催です！

絵本の世界を横長の木の板に描いて表現しました。絵本のタイトルは、「にぐるまひいて」。
自然と寄り添いながら暮らす家族の１年を描いた作品です。描いた場面は、家族で１年間つく
り育てたものをお父さんが街に売りに行くシーンです。先生は、紅葉した木々の色の違いを表
現するのに時間をかけたそうです。お気に入りは、お父さんが牛を引いて歩いている姿です。

いわしの缶詰でつくっ
た小箱。蓋はベニヤ板で
お手製品です。

25年程前、教室に通って
いた時、おぼんにバラの花を
描きました。今も朝昼晩と先
生の家の食卓で大活躍です。

薄い木をハート型に加工し、
花の模様を描いたブローチ。
服につけたらワンポイントの
アクセントになります。

かまぼこの板やそうめんの箱、空き缶など
身近なものがトールペイントを描く素材にな
りうるそうです♪

←絵本「にぐるまひいて」。
絵になるかなと気に入って
購入したという。

絵本の世界を描いた“壁掛け”

トールペイント
デイジーの作品
の数々

令和２年度なとりまなびフェス
ティバルの作品展示

トールペイント体験の様子


